




別表

【水道水源開発等施設整備事業】
（単位：千円）

始 終
総便益
(千円)

便益の主な根拠

－ 水資源機構
水道水源開発
施設整備費

木曽川水系連絡導水路事業 H18 H27
26,700,000
(89,000,000)

563,431,448 渇水被害額の軽減 221,795,372 2.54

本事業により、愛知県及び名古屋市にお
いて、近年20年で２番目の渇水年に対応し
た供給能力を確保することができ、減・断
水被害の軽減が図られる。

継続

（）内の事業費
は、工水等の負
担額も含めた総
事業費

－ 水資源機構
水道水源開発
施設整備費

思川開発事業 S44 R6
49,733,000

(205,000,000)
62,311,825,658 減断水被害額の軽減 1,239,832,818 50.26

本事業により、各水道事業者における新規
開発水源が利用可能となり給水人口の増
加や普及率の向上等に伴う水需要の増加
や地下水から表流水への転換に対する水
源が確保でき、減・断水被害の軽減が図ら
れる。

継続
()内の事業費は
河川の負担額も
含めた総事業費

令和６年度予算に係る再評価結果一覧表

都道府県 事業者名 補助金区分
事業名

（関連ダム名）

工期（年度）
総事業費
(千円)

B/C その他の指標による評価 対応方針 備考

便益(B)
費用(C)
（千円）


